
 

日 時：2018 年 10 月 26 日(金) 18:00-19:30     場 所：神奈川大学 24 号館 310 号室 

◆ 主 催：防災塾・だるま                      司 会：鈴木徳之  記 録：紅林敏行 

◆ 談義の会参加者： 会員 19 名(含む講師)    一般 1名    計 20 名  （敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 
話題: 『防災・復興に神奈川県の専門家士業が果たすべき役割について』 
講師: 伊東 克宏氏  神奈川大規模災害対策士業連絡協議会事務局長、弁護士、防災塾だるま会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話題: 『地域防災への取組み』～関谷小学校ﾌﾞﾛｯｸの防災～ 

講師: 江上 健氏  鎌倉市城廻自主防災隊隊長、防災士、防災塾だるま会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●次回（第 161 回）案内 ・・『「防災塾・だるま」会員の活動紹介(2)』 
・日時:2018 年 11 月 30 日（金）18 時～19 時 30 分  ・会場：神奈川大学 24 号館 310 号室 

・話題:『地域防災への取組み』   (講師:土橋忠敬氏 座間市自治会総連合会副会長・防災部長) 

・話題:『家庭で出来る減災活動』  (講師:福田博氏  海老名災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ代表) 

 

第 160 回「防災まちづくり談義の会」レポート 

（防災塾・だるま・ホームページ： http://darumajin.sakura.ne.jp/ ） 平成 30 年 10 月 

『弁護士・弁護士会』/『かながわ災害士業ﾈｯﾄ』が大規模災害での被災者に対して支援する 

【各種法律相談】、【お金の支援】、【住宅の修理・再建の支援】、【被災ﾛｰﾝ減免制度適用の支援】、 

【BCP(事業継続計画)の実施の助言】等の活動についてﾘﾌﾚｯﾄ等を使用して解り易く講演。 

 
伊東さん（講師） 

 
左(講演会場の模様）    右(鈴木さん(司会)) 

) 

◆『弁護士・弁護士会』 
被災された方々の各種法律相談(住宅、借金、保険、相続、 

契約、公的支援、生活・事業に関する事の相談)に対応。 

○『被災者支援ﾁｪｯｸﾘｽﾄ』(ﾘﾌﾚｯﾄ) 

 災害時特有の問題、お金の支援制度、住宅の修理・ 

再建の支援制度等の支援情報に気付いてもらう。 

【被災時の困った時に制度を利用出来るかも？】 

○『被災者生活再建ﾉｰﾄ』(生活再建ﾉｰﾄ、生活再建ｶﾙﾃ) 

 ﾀｲﾑﾗｲﾝによって困り事は変わってくる。各種の相談時 

に毎回家族構成等から説明をするのは大変。本ﾉｰﾄを 

記して(写真も有効)持参し、相談時に活用。 

困り事の事実を分析し日弁連を通じて国に提言。 

(これまで「みなし仮設住宅の期間延長」等を提言) 

◆鎌倉市の『地域防災計画』 
○『かまくら防災読本』(津波ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ等)市民配布。 

○『鎌倉市自主防災組織連合会』(168 組織(平 29.4))。 

○地元小学校を中心とした合同「ﾌﾞﾛｯｸ訓練」を推奨。 

◆『城廻自主防災隊』立上げ 
2010/4 城廻自治会の防災保全部の役員に選出。防災 

倉庫の中の動作しない多数の資機材。使える人がいない 

資機材。任期 1 年の輪番役員制の課題と認識し、任期の 

無い防災担当者を作ることを計画し、11 月に『城廻 

自主防災隊』を立上げ。自治会主催のお祭り等に協力し、 

会員に啓蒙活動を積み重ね、防災の予算確保(自治会費 

増額による防災特別財源)、資機材等の整備、避難所 

宿泊訓練の実施等に取組む。 

鎌倉市の防災対策(『ﾌﾞﾛｯｸ』(小学校単位で防災訓練のﾌﾞﾛｯｸを構成))、地元の城廻自治会での 

取組み(『城廻自主防災隊』の立上げ)、そして地元の『関谷小学校ﾌﾞﾛｯｸ防災協議会』の立上げと 

活動、そしてこれからの課題と展望について講演。   人と人とのつながりを大切に！ 

 
江上さん（講師） 

◆『関谷小学校ﾌﾞﾛｯｸ防災協議会』立上げ 

【情報の共有】を目的に、複数の自治会と『災害時 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ推進連絡会』を結成し、合同通信訓練を実施。 

引き続き、地域の運動会等のｲﾍﾞﾝﾄやお祭り、市が主催 

する訓練やｲﾍﾞﾝﾄに積極的に参加し、『関谷小学校ﾌﾞﾛｯｸ 

防災協議会』を結成。校長先生・教頭先生、福祉施設の 

防災担当等が参加し、それぞれの問題等を共有し、共通 

の課題に対応。地域の実態に即した『関谷小学校避難所 

運営ﾏﾆｭｱﾙ』を策定。行政の力を借りて他のﾌﾞﾛｯｸでの 

避難所運営ﾏﾆｭｱﾙの整備を牽引。 

◆『顔見知り』を増やし行くのが大事！ 

地域に住む人すべてが顔見知りになれる社会を築いて 

いく。地域の防災ｻﾐｯﾄを実現し、輪を広げていきたい。 

◆『神奈川大規模災害対策士業連絡協議会』 
(略称『かながわ災害士業ﾈｯﾄ』) 

行政書士、司法書士、社会保険労務士等の神奈川県内で

活動する 11 の専門家士業団体で構成。(社会福祉士、 

介護福祉士等との連携は課題) 

○災害発生時は、被災者生活支援制度などの紹介・相談、 

相続に関する登記及び法律手続相談、健康保険・労災 

保険の医療費の相談・支援、応急危険度判定の協力、 

被災地住宅の相談、BCP の実施への助言等に対応。 

○ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟの総合相談を実現。 

○復興計画に地元住民の意見を反映していく。 

【課題】被災した経験、被災地での活動経験が無いとの 

不安あり。平時の対外活動に積極的に対応していく。 

http://darumajin.sakura.ne.jp/

